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●
当
寺
練
習
会 

十 

月
十
三
日
（水
） 

午
後
一
時 

十 

月
二
二
日
（金
） 

 

〃 

十
一
月 

四
日
（木
） 

 

〃 

十
一
月
二
二
日
（月
） 

 

〃 

十
二
月 

三
日
（金
） 

 

〃 

十
二
月
十
五
日
（水
） 

 

〃 

 

梅
花
流
詠
讃
歌
（
御
詠
歌
）
を
始
め
ま

せ
ん
か
！ 

 

お
釈
迦
さ
ま
・
道
元
さ
ま
・
瑩
山
さ
ま

を
讃
え
、
ご
先
祖 

様
を
敬
う
こ
こ
ろ 

を
お
唱
え
し
ま
す
。 

●年回忌のご案内は正当各家へ直接ご案内ご通知しています。本堂には張り出ししておりません。 

１周忌、３回忌、７回忌、１３回忌、１７回忌、２３回忌、２７回忌、３３回忌（弔い納め） 

仏
事
の
知
識 

忌
中
札 

家
族
が
亡
く
な
る
と
「
忌
中
札
」
を

玄
関
先
に
建
て
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
「
こ
の
家
で
は
不
幸
が
あ
り
ま

し
た
、
今
四
十
九
日
忌
（
初
七
日
か
ら

始
ま
り
忌
明
け
ま
で
の
供
養
期
間
）
の

最
中
で
す
。
亡
き
人
が
迷
わ
ず
極
楽
浄

土
に
到
着
で
き
ま
す
よ
う
に
と
喪
に
服

し
供
養
を
続
け
て
い
ま
す
。
」
と
人
々
に

知
ら
し
め
る
た
め
で
す
。
こ
れ
を
見
て

通
る
人
は
手
を
合
わ
せ
て
亡
き
人
の
冥

福
と
安
ら
か
な
る
旅
路
を
祈
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
忌
中
札
に
は
葬
儀
の
日

程
等
を
書
い
て
お
き
ま
す
。（
別
に
門
牌

を
置
く
場
合
も
あ
る
）
い
つ
、
ど
こ
で

（
会
館
）
、
何
時
か
ら
、
通
夜
、
葬
儀
と

い
っ
た
情
報
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
葬

儀
後
は
「
忌
中
」
の
字
の
み
。
そ
の
時

間
帯
は
恐
ら
く
家
は
空
の
場
合
が
多
い

の
で
、
そ
れ
を
狙
っ
た
泥
棒
が
い
る
と

の
こ
と
、
以
前
は
自
宅
葬
で
し
た
か
ら

あ
ま
り
気
に
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

何
と
も
物
騒
な
世
の
中
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
都
会
で
は
「
忌
中
札
」

を
建
て
る
家
が
少
な
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。
万
一
の
場
合
も
考
え
、
留
守
居
も

必
要
で
す
ね
。 

梅
花
だ
よ
り 

 

宗
務
所
主
催
總
持
寺
奉
詠 

期
日 

十
一
月
九
・
十
・
十
一
日 

会
場 

大
本
山
總
持
寺 

奉
詠 

十
一
月
十
日
午
前
九
時 

参
加 

宗
務
所
内
梅
花
講
員
三
百
名 

 
 

 

全
国
梅
花
流
奉
詠
大
会 

期
日 

平
成
二
十
三
年 

五
月
二
四
日
〜
二
六
日 

会
場 

島
根
県
出
雲
市
大
社
町 

浜
山
体
育
館
「
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
」 

□
瑞
應
寺
だ
よ
り
（
恭
真
） 

▼
愛
媛
県
新
居
浜
の
瑞
應
寺
に
安
居
修

行
に
入
っ
て
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
。
行

持
綿
密
に
進
め
ら
れ
て
い
る
お
寺
で
あ

り
、
毎
日
、
仏
の
み
教
え
に
従
い
修
行

を
続
け
て
い
る
。「
般
若
入
り
」
と
い
う

法
要
が
あ
る
と
初
め
て
知
っ
た
。
大
般

若
の
経
典
を
持
っ
て
各
家
々
を
巡
り
、

玄
関
先
で
般
若
心
経
読
経
し
大
般
若
経

を
転
読
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
出
張
大

般
若
会
で
す
。
▼
６
月
に
は
自
分
で
縫

っ
た
お
袈
裟
の
受
衣
式
で
し
た
。
お
袈

裟
は
お
釈
迦
さ
ま
の
お
身
体
そ
の
も

の
、
袈
裟
裁
縫
の
功
徳
を
積
み
ま
し
た
。

▼
現
在
は
典
座
寮
（
雲
水
の
食
事
を
司

る
と
こ
ろ
）
の
配
役
と
な
り
朝
早
く
か

ら
開
枕
ま
で
お
料
理
当
番
を
し
て
い

る
。
▼
九
月
十
日
に
電
話
が
あ
っ
た
。

久
し
ぶ
り
の
元
気
な
声
に
一
安
心
、
内

容
は
十
月
二
十
五
日
〜
来
年
一
月
二
十

五
日
ま
で
熊
本
県
菊
池
市
の
聖
護
寺
で

修
行
す
る
と
の
こ
と
。
こ
の
寺
は
瑞
應

寺
の
現
住
、
楢
崎
通
元
老
師
の
兼
務
し

て
い
る
お
寺
で
国
際
禅
道
場
と
な
っ
て

い
る
。
月
三
回
の
托
鉢
と
坐
禅
で
過
ご

す
。
十
五
年
前
は
電
気
、
ガ
ス
も
無
く
、

カ
マ
ド
と
ラ
ン
プ
の
生
活
、
も
ち
ろ
ん

テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
無
い
。
現
在
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
は
修
行
か
ら
も
ど
っ

た
ら
報
告
し
て
も
ら
う
こ
と
に
。 

 

胎
内
市
人
権
擁
護
委
員 

 

七
月
一
日
付
け
で
法
務
省
よ
り
胎

内
市
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
八
名
の
委
員
が
啓
発
運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。 

西
本
町 

 

高
橋
ま
り
子
氏 

下 

館 
 

威
本 

政
之
氏 

桃
崎
浜 

 

本
田 

範
子
氏 

鼓 

岡 
 

渡
部 

直
登
氏 

荒
井
浜 

 

長
野 

彰
夫
氏 

築 

地 
 

小
林 

朋
子
氏 

東
本
町 

 

奥
村 

町
子
氏 

西
栄
町 

 

神
田 

英
俊 

□
永
平
寺
だ
よ
り
（
秀
孝
） 

▼
二
男
の
永
平
寺
修
行
も
三
年
半
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
受
処
の
事
録

補
（
寮
長
）
と
し
て
参
籠
の
手
配
、

参
拝
者
の
接
待
等
、
責
任
あ
る
立
場

に
な
り
、
後
輩
の
指
導
も
し
て
い
ま

す
。
▼
九
月
は
「
御
征
忌
」（
二
十
三

日
〜
二
十
九
日
道
元
禅
師
の
ご
命
日

法
要
）
が
あ
り
、
十
月
に
は
い
よ
い

よ
送
行
（
そ
う
あ
ん
・
修
行
を
終
え

て
寺
に
戻
る
）
と
な
り
ま
す
。
乞
暇

願
い
を
提
出
し
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
御
礼
の
お
拜
を
し
て
本
山
に

別
れ
を
告
げ
ま
す
。 


